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■名　　称　　　第24回静岡県障害者芸術祭
■主　　催　　　静岡県
■主　　管　　　静岡県スポーツ文化観光部文化局　文化政策課

開催目的　障害のある人の発表や作品展示の機会を創出し、障害のある人の文化芸術活動の振興を図るとともに
　　　　　　　障害の有無に関わらず全ての県民に対してワークショップ等による体感の場を創出し、相互理解の促進を
　　　　　　　図ることを目的とする。

県内3箇所（東部・西部・中部地区）で実施。
〇西部地区
会　　　場　　クリエート浜松　アトリエ・ふれあい広場・22講座室（浜松市中区早馬町2番地の1）
開催期間　　令和4年　10月29日(土)～令和4年　11月6日（日）（9日間） 
時　　　間　　10 時00 分～17 時00 分（最終日は14時00分まで）
〇中部地区
会　　　場　　静岡県立美術館　県民ギャラリーA（静岡市駿河区谷田53-2）
開催期間　　令和4年12月14日（水）～令和4年12月18日（日）（5日間）
時　　　間　　10 時00 分～17 時30 分（最終日は15時30分まで）
〇東部地区
会　　　場　　コミュニティながいずみ　ホール（駿東郡長泉町下土狩1283-11）
開催期間　　令和5年2月10日(金)～令和5年2月12日（日）（3日間） 
時　　　間　　10 時00 分～17 時00 分（最終日は14時00分まで）

内　　　容　　ア、障害のある人の発表機会の創出と、県民の障害のある人の文化芸術活動に対する理解促進に
　　　　　　　　　　つながる展示会を実施。
　　　　　　　　イ、障害のある人の作品展示（平面、立体作品）のほかに、相互理解促進のための表現活動を
　　　　　　　　　　通じた交流機会（ワークショップなど）を提供。
　　　　　　　　ウ、沖縄県で開催される「第22回全国障害者芸術・文化祭（美ら島おきなわ文化祭）
　　　　　　　　　　（10/22～11/27）」と連携・連動した展示を実施。
　　　　　　　　エ、各地区において、「ふじのくに芸術祭2022（第62回静岡県芸術祭」（主催：県、県教育
　　　　　　　　　　委員会、静岡県文化協会）」と一体的に開催。

地区 部門 会期、会場

西部 美術展 令和4年10月29日(土)～令和4年　11月6日（日）
クリエート浜松　3階ギャラリー

中部 写真展 令和4年12月14日（水）～令和4年12月18日（日）
静岡県立美術館　県民ギャラリーB

東部 優秀作品展 令和5年2月10日(金)～令和5年2月12日（日）
コミュニティながいずみ　2階展示室

　　　　　　　　オ、学生との交流事業
　　　　　　　　　　一体的開催のシンボル事業として、障害のある人と学生との共同制作ワークショップ等の交流事業を
　　　　　　　　　　各会場で実施。

会場 実施期間 テーマ 連携先

西部 令和4年10月29日(土)～
令和4年　11月6日（日）

障害のある人と学生の
共同制作ワークショップ 静岡文化芸術大学

中部 令和4年12月14日（水）～
令和4年12月18日（日）

障害者芸術にインスパイアされた
学生のアート制作

・静岡デザイン専門学校
・常葉大学

東部 令和5年2月10日(金)～
令和5年2月12日（日）

障害のある人と学生との
共同制作ワークショップ 沼津西高等学校
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西部、中部、東部の一般応募作品の申込サイト。3会場ごと募集。
［申込サイト］
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受賞 作品名 写真 作者

静岡県知的障害者福祉協会
会長賞 ドラゴンダンジョン 富岳の園陶芸クラブ

静岡県知事賞 波紋の心窓 柚木節

静岡市長賞 アッチャンのもくめ 久保田あつ子

静岡県福祉協会会長賞 たのしい日本 築地真理子

楽 山田　忠男

水田と夕焼け 溝口　光好

壁掛け(額)　無量壽 八木　省

美しい日々 三木　春子

星月夜

夜のカフェテラス

小皿
ぐい吞み
オブジェ
角皿

湯飲み
茶碗

K・Y様（小皿、ぐい吞み、オブジェ）
M・K様（角皿）

T・Y様（湯飲み、茶碗）

朝顔 OT「クラフト」メンバー

愛護ギャラリー展

静岡県障害者文化作品展

ハートフルアート展

ー

ー

清水駿府病院デイケア患者様

最優秀賞
（県健康福祉部長賞）



Copyright  PAC Inc.

 

Promotion of Area Communication 

第24回静岡県障害者芸術祭
報告書 展示作品（各会場共通）

9

●門秀彦氏作品

1971年長崎市生まれ。手話をモチーフにした作品や、手話をする動物のポップなイラストが特徴的。
ろう者の両親をもつコーダであり、音声言語や手話では伝えきれない思いを表現するため幼少期から
絵を描き始める。ろう学校での特別非常勤講師を務めたほか、全国で講演会やライブペインティングの
イベントを行い、聴者とろう者をつなぐことを目指している。
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●まちじゅうアート作品
まちじゅうアート作品と企業取り組み実績パネルを展示し、まちじゅうアート事業を紹介。

作品名 作者

彩り富士山 大石理央

アニマルパラダイス 吉村松子

ドラゴン 田中拓実

まちじゅうアート
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今年の障害者芸術祭のクリエイティブディレクターとしてご参加いただいた中津川浩章氏が県内のおすすめする作家さんを集めたコーナー。

あそこ、ここに行きた∼い NO.1 松井久悦
箸 森 大記

僕の好きなもの 立川幹大

中津川氏お薦め作品

●中津川氏推薦作品
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今回障害者芸術祭と同時開催しているふじのくに芸術祭の展示会場内に、中津川氏のおすすめ作品の延長線上で連携作品を展示
した。

●ふじのくに芸術祭との　連携作品

作品名 作者
鳥と見た風景 山田悦久

桜 大島正幸
ファミリー

希望の一本松　日本画
竹下基行

ふじのくに芸術祭　連携作品

【西部会場】ふじのくに芸術祭の作品が展示してある複数エリアに作者ごと展示

【東部会場】ふじのくに芸術祭の展示スペースにて同作品にプラスして愛護ギャラリー展の作品を展示
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●新型コロナウイルス感染症対策
・入場記録票の記入
→記入いただいた方は同時開催中のふじのくに芸術祭に受付なしで入場可能
・検温、手指の消毒の徹底
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●各会場の来場者数、ワークショップ参加者数

西部会場 中部会場 東部会場 3会場合計

399 518 289 1206

来場者数

西部会場 中部会場 東部会場 3会場合計

・門秀彦氏ライブペインティング
・マーブリングワークショップ 対話型鑑賞体験会 マーブリングワークショップ ー

35 9 46 90

ワークショップ参加者数

●サイト訪問者数（2022年9月30日～2023年2月28日）

・表示回数　　　　                 1,462回
・訪問ユーザー　                      849人
・ユーザー当たりのビュー　           1.72回



西部会場

令和4年10月29日(土)～11月6日(日)

於　「クリエート浜松」
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●クリエート浜松　ふれあい広場(1F)、講座室・アトリエ(2F)
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[目録]
サイズ：A4・縦版
仕　様：両面1色刷り
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●学生交流事業
連携学校：静岡県立静岡文化芸術大学
連携内容：連続企画『風を創るひとたち展（主催：みらーと）』において制作した動画の放映、パネルの展示、風鈴の展示
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障害の有無に関わらず参加できるワークショップとしてしりとり絵サーキットを実施
●しりとり絵サーキット



Copyright  PAC Inc.

 

Promotion of Area Communication 

第24回静岡県障害者芸術祭
報告書 西部会場　ワークショップ

22

●門秀彦氏　『ライブペインティング』

1971年長崎市生まれ。手話をモチーフにした作品や、手話をする動物のポップなイラストが特徴的。
ろう者の両親をもつコーダであり、音声言語や手話では伝えきれない思いを表現するため幼少期から
絵を描き始める。ろう学校での特別非常勤講師を務めたほか、全国で講演会やライブペインティングの
イベントを行い、聴者とろう者をつなぐことを目指している。

■開催日　10月29日（土）、30日（日）　　■開催場所　クリエート浜松 ふれあい広場

●参加者の様子、コメント
・門さんの作品展があると知って県東部から来場いただいたご夫婦より『特別支援学校の教員をしており、作品展全体を拝見
して今後の生徒とのワークショップの参考にしたいと思った。』

※ワークショップ終了後、22講座室に作品を移動させ作品展終了まで展示
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●L’aquamarmo らっくあまるも　『マーブリングワークショップ』

2017年イタリアのフィレンツェへ移住し、伝統工芸マーブリングの技法を習得する。
帰国後は自身のマーブリングデザインを使用したプロダクトの制作や、イベント企画、メディア出演などで
マーブリングの美しさや面白さを伝える活動をしている。
障害の有無に関わらず体験できる簡単なワークショップ。

■開催日　10月29日（土）　　■開催場所　クリエート浜松 ふれあい広場

●参加者の様子、コメント
・学生より『絵が苦手な人でも誰でもできると思うので、マーブリングワークショップいいなと思いました。』

※ワークショップ終了後、22講座室に展示作品を移動させ作品展終了まで展示
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●西部会場　一般応募作品　合計27点
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●西部会場の記録動画の制作
■撮影日　　 10月29日（土）　　
■撮影内容　展示内容、ワークショップの様子、開始式の様子、その他体験者・講師のインタビューなど
■尺　　　　　 4分程度
■公開場所　静岡県障害者芸術祭公式サイト内
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中部会場

令和４年12月14日(水)～12月18日(日)

於　「静岡県立美術館」
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[目録]
サイズ：A4・縦版
仕　様：両面1色刷り
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[目録]
サイズ：A4・縦版
仕　様：両面1色刷り
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●学生交流事業
連携学校：常葉大学、静岡デザイン専門学校
連携内容：常葉大学…アーツカウンシル櫛野氏講師の元、障害者アートにインスパイアされた学生の作品を展示。
　　　　　　　 静岡デザイン専門学校…アートコネクトしずおか遠藤氏・㈲アドクック前田氏講師の元、授産品のブランディング
　　　　　　　 提案パネル制作
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障害の有無に関わらず参加できるワークショップとしてしりとり絵サーキットを実施

●しりとり絵サーキット

●参加者の様子、コメント
・ほかの人のつながりを見ていくと自分ではわからなかった作品の解釈が生まれていて面白いなと思った。
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開催日：12月18日（日）
会　場 ：県民ギャラリーA
スケジュール：
12:55　県立美術館のロビー集合
13:30～15:00　対話型鑑賞体験会（数人のグループごとに作品鑑賞をしていく）
15:00～15:30　振り返り（鑑賞会の感想等）
15:30　解散
鑑賞会の内容：
オリエンテーションにてお一人ずつ簡単な自己紹介を行い、障害のある人・ない人混合で1つのグループとなり作品を
鑑賞。
視覚障害がない人が、視覚障害のある人に説明をして作品の理解を深めていった。
鑑賞後は参加した感想を共有し、相互理解を深めた。

●対話型鑑賞体験会

【参加者感想】

（30代男性　障害有無：有）
　・同じ作品でも感じる印象は皆さん違っていて驚きました。
　・ナビゲーターや参加者の方々と交流が出来て貴重な経験でした。
　・視覚に障がいのある方も健常者の方も一緒に参加する事が出来る。
　　こういった機会が増えてほしいと思いました。
　・思ったより参加人数が多くなかったのが残念に思いました。

（30代女性　障害有無：無）
　・視覚障害のある方に作品を説明する事の難しさを感じました。
　・流し見していると見逃してしまうような、細かい部分にも気づけるように意識しながら見てみると、
　　新しい発見もあり楽しく過ごさせていただきました。
　・今度は家族や友人にも声をかけてみたいと感じました。

（70代女性　障害有無：有）
　・参加者の皆さんも優しく、穏やかな雰囲気で参加出来てよかったです。
　・講師の方のお話が上手で色味や形だけでなく作品の雰囲気もイメージする事ができて興味深かったです。
　・健常者の方でこういったイベントに興味を持つ方がいる事は嬉しい事だと思いました。
　・また参加したいと思います。

（80代男性　障害有無：無）
　・講師の方の作品の紹介の仕方が上手でした。自分では思いつかない発想や伝え方でした。
　・また夫婦で参加したいと思います。
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●対話型鑑賞体験会
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●中部会場　一般応募作品　合計34点
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東部会場

令和5年2月10日(金)～12月12日(日)

於　「コミュニティながいずみ」
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[目録]※ふじのくに芸術祭と合同制作
サイズ：A3・横版
仕　様：両面1色刷り
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●学生交流事業
連携学校：静岡県立沼津西高等学校
連携内容：こころのままアートプロジェクト×沼津西高校書道部の連携ワークショップを開催
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障害の有無に関わらず参加できるワークショップとしてしりとり絵サーキットを実施
●しりとり絵サーキット

●参加者の様子、コメント
・学生交流のワークショップ等があった影響もあり先行実施した西部・中部会場と比較して障害がある人の参加率が高かった印象。
・しりとりアートの「しりとり」には「言葉」だけでなく、「形」や「色」のしりとりもあり得る。スタートが「トマト」だから次は「ト」とは限らず、形
の「マル」から次は「ル」、色の「アカ」から「カ」とか。また同じ「丸い形状のもの」や「赤い色」の絵でつないでも良い。「しりとり」の概念を
広く捉え、障害のある人ならではの感性・直観に寄り添うことも大事。（中津川氏より）
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●L’aquamarmo らっくあまるも　『マーブリングワークショップ』

2017年イタリアのフィレンツェへ移住し、伝統工芸マーブリングの技法を習得する。
帰国後は自身のマーブリングデザインを使用したプロダクトの制作や、イベント企画、メディア出演などで
マーブリングの美しさや面白さを伝える活動をしている。
障害の有無に関わらず体験できる簡単なワークショップ。

■開催日　２月11日（土）　　■開催場所　コミュニティながいずみ　3階ホール内

●参加者の様子、コメント
・お客様が途絶えることなくお越しいただいた。本会場では障害のある人の来場もあったため障害のある人のために今回通常のワー
クショップから工夫した点が生かせたのでよかった。ご本人、ご家族にも喜んでいただけてうれしかった。（講師より）

※展示作品は2月11日のワークショップ開催日以外も常設展示。
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●東部会場　一般応募作品　合計72点
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